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八重山諸島西表島から得られた日本初記録のコクハンカワウツボ（新称）

とその生息状況  

First Record of the Moray Eel, Gymnothorax polyuranodon (Pisces: Muraenidae) 

from Iriomote Island, Yaeyama Islands, Japan with Notes on its Habitat

波戸岡清峰 1)・瀬能　宏 2)・矢野幾維 3) ・鈴木寿之 1)

Kiyotaka Hatooka1), Hiroshi Senou2), Korechika Yano3) & Toshiyuki Suzuki1)

Abstract.  A single specimen of the moray eel identified as Gymnothorax polyuranodon (Bleeker, 
1853) recently collected from the freshwater area of a river in Iriomote Island, Yaeyama Islands, is 
the first record of the species from Japan. The specimen was characterized as follows: total vertebrae 
147 (predorsal 10, preanal 72); body with irregular black specks; vertical fins low; jaw teeth in two 
or three irregular rows; anus posterior to mid-body; preanal length 54.2 % of total length, head 
length 9.3 %, trunk 44 %; body depth 4.1 at gill opening, 4.9 at mid-anus; predorsal length 83.1 % of 
head length, upper-jaw length 25.8 %, lower-jaw length 22.7 %, snout length 10.7 %, eye diameter 
4.9 %, interorbital width 9.1 %; dorsal-fin height 29.7 % of body depth at anus. A new standard 
Japanese name “Kokuhan-kawautsubo” is proposed for the species. This seemingly rare occurrence 
of the species is considered to be natural dispersal; while an established population is unlikely, it is 
necessary to monitor its occurrence from a conservation perspective, with reference to previous cases 
of fishes inhabiting similar environments.
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場合もある） で見られるが、 小数ながら沿岸汽水域

や河川で見られる種もある （Böhlke et al., 1999）。 今

回、 八重山諸島西表島のユチン川で Gymnothorax 
polyuranodon (Bleeker, 1853) と同定される、 河川を

主な生息場所とするウツボ属 Gymnothorax の一種が

1 個体採集された。 本標本は日本からの本種の初記

録であり、 新標準和名を提唱するとともに詳細な記載

を行った。

方　法 

計数 ・計測は基本的に Böhlke (1989) に従ったが、

計測位置については一部補足した。 100 mm 以内の

計測についてはノギスにより 0.1 mm 単位で、 100 mm 
以上については大型の定規により 1 mm 単位で計測

した。

緒　言

ウツボ科魚類は、 そのほとんどが浅海岩礁域や珊

瑚礁域 （水深 500 m までの砂底や泥底で得られる
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本報告に用いた標本は神奈川県立生命の星 ・ 地

球博物館の魚類資料 （KPM-NI）、 画像は同館の魚

類写真資料データベース （KPM-NR） に登録、 保

管されている。 なお、 同館の資料番号はコンピュー

タ上では便宜上ゼロを付加した 7 桁の数字で表され

るが、 ここでは資料番号として本質的な有効数字 で
表記した。

標本 ： KPM-NI（神奈川県立生命の星 ・ 地球博

物館資料） 58778、 922 mm TL、 沖縄県竹富町字高

那 （24°22′47.26″N, 123°53′7.43″E）、 標高 9 m、 八

重山諸島、 西表島、 ユチン川 （河口から 600 m）、

水深 0.5 m、2020 年 6 月 4 日、タモ網、矢野幾維採集。

画像 ： KPM-NR 201183A-F (= KPM-NI 58778)、 鮮

時、 瀬能　宏撮影； KPM-NR 201183G-O (= KPM-
NI 58778)、 軟 X 線写真、 瀬能　宏撮影； KPM-NR 
201183P, Q (= KPM-NI 58778)、 生態、 撮影地点は標

本の採集地点と同じ、 2020 年 5 月 31 日、 矢野幾維

撮影； KPM-NR 201183R (= KPM-NI 58778)、 生態、

撮影地点は標本の採集地点と同じ、2020 年 6 月 4 日、

矢野幾維撮影。  

記　載

コクハンカワウツボ（新称）

Gymnothorax polyuranodon (Bleeker, 1853)
(Figs. 1–5; Table 1)

Muraena polyuranodon Bleeker, 1853: 75 (type locality, 
Ceram, Indonesia) ; Bleeker, 1854: 248; Günther, 
1870: 114.

Polyuranodon kuhlii Kaup, 1856: 65 (replacement name 
for Muraena polyuranodon). 

Gymnothorax polyuranodon:  Bleeker, 1865: 89, pl. 
174, fig. 2, name only (plate 174 separately published 
in 1864; date of publication by Kottelat, 2013a); 
Smith, 2012: 24. 

Gymnothorax (Muraena) polyuranodon: Weber & de 
Beaufort, 1916: 369.

Uropterygius fijiensis Fowler & Bean, 1923: 9 (type 
locality, Lebukea, Fiji Islands).

計数形質と計測形質の値は Table 1 に示した。 魚

体は延長し、 側偏する。 背鰭は低く、 しかも鰭を被う

皮が厚いため、 目立たない． 背鰭起部は鰓孔より僅

か前方にある。 臀鰭は低く、 その起部は肛門の直後

にある。吻は鈍い。鰓孔は体側のほぼ中央に位置し、

その開孔部は眼径より大きい （鰓孔長は眼径の約 1.5
倍）。 肛門は魚体の中央より後方にある。

前鼻孔は管状で短く、 吻端にある。 後鼻孔は眼

の前縁の背方にあり、 孔の周囲は小さな突起状の皮

弁で縁取られる。 頭部側線管開孔部は小さいが明瞭

（Fig. 2）。 眼上管の開孔数は 3 で、 そのうちの最前端

のものは前鼻孔の前下方にあり小さい。 第 2 番目のも

のは前鼻孔の位置にあって側方からは見えない。 第

3 番目のものは吻の背方中央より前よりにある。 眼下

管の開孔数は4。第4番目は眼の後縁より後方にある。

なお， 右側の眼下管の第 3 番目と 4 番目の開口部の

間には変異と思われる 2 つの開口部がある（眼の後

縁下部とそのやや後方に位置し， 第 3 番目と 4 番目

開口部の並びより背方にある）。下顎管の開孔数は

Table 1. Counts and measurements of Gymnothorax 
polyuranodon

表 1．コクハンカワウツボ Gymnothorax polyuranodon
の計数値および計測値

* On right side, 2 abnormal pores observed between 3rd and 
4th normal pores.

KPM-NI 58778
Total length  (TL) 922
Counts
  Vertebrates
    Total vertebrate 147
    Predorsal vertebrate 10
    Preanal vertebrate 72
    Abnominal vertebrate 80
    Caudal vertebrate 67
  Head pores
   Supraorbital pores 3
   Infraorbital pores 4*

   Mandibular pores 5
   Branchial pores 1
Measurements
As % of  TL
  Preanal length 54.2 %
  Tail length 45.8 %
  Trunk length 44.1 %
  Head length 9.3 %
  Predorsal length 7.8 %
  Postorbital length 8.2 %
  Body depth at gill Opening 4.1 %
  Body width at gill Opening 1.4 %
  Body depth at mid-anus 4.9 %
  Body width at mid-anus 2.0 %
  Body depth at mid-tail 4.1 %
  Body width at mid-tail 1.3 %
  Dorsal height at mid-anus 1.5 %
  Dorsal height at mid-trunk 1.5 %
  Dorsal height at mid-tail 1.6 %
  Anal height at mid-tail 1.1 %
As % of head length
  Predorsal length 83.1 %
  Snout length 10.7 %
  Eye diameter 4.9 %
  Upper jaw length 25.8 %
  Lower jaw length 22.7 %
  Suborbital length 3.0 %
  Infraorbital length 9.1 %
  Gill opening length 7.6 %
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Fig. 1.  Gymnothorax polyuranodon, fresh specimen, KPM-NI 58778, 922 mm total length, Yuchin River (600 m from the mouth of river, 
depth 0.5 m), Iriomote Island, Yaeyama Islands, 24°22′47.26″N, 123°53′7.43″E, Alt. 9 m, 4 June 2020, collected by. K. Yano. Photo 
by H. Senou.

図 1．コクハンカワウツボ．KPM-NI 58778，全長 922 mm，瀬能　宏撮影．

Fig. 2.  Head of Gymnothorax polyuranodon, KPM-NI 58778.  Arrows indicate lateral-line pores and origin of dorsal fin; white line, gill 
opening. Photo by H. Senou.

図 2．コクハンカワウツボの頭部．KPM-NI 58778. 黒小円は側線管開口部，白線は鰓孔．矢印は側線管開口部の位置，お

よび，背鰭起部の位置を示す．瀬能　宏撮影．

5 で、最前端のものは非常に小さい。第 5 番目の

ものは口裂後端下方にある。口裂後端と鰓孔のほ

ぼ中間、背方に、鰓部側線管開孔部が 1 つある。

下顎が僅かに短いものの、上下両顎はほぼ等し

く口は完全に閉じられる。歯は、ほとんどが細長

く鋭いが、頑丈なものではない（Fig. 3）。前上顎

骨板の中央部には他より大きな歯が 10 本見られ

るが、歯列はなさない。周辺部には 16 本の中央

部より小さな不揃いの歯が並ぶ。歯の数について

は、抜け落ちているものは含めていない（以後同

様）。鋤骨部には１列に並ぶ 10 本の小さな歯が

ある。主上顎骨歯はほぼ 2 列。内側のもの（右側
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Fig. 3. Dentition of Gymnothorax polyuranodon, KPM-NI 
58778. Drawn by K. Hatooka. 

図 3．コクハンカワウツボの両顎歯．KPM-NI 58778. 波
戸岡清峰作画．

Fig. 4. Gymnothorax polyuranodon, KPM-NI 58778. Depth 1.5 
m. Photo (KPM-NR 201183P) by K. Yano, 31 May 2020.

図 4．コクハンカワウツボ , KPM-NI 58778．水深 1.5 m，

2020 年 5 月 31 日，矢野維幾撮影（KPM-NR 201183P）．

Fig. 5. Gymnothorax polyuranodon (right, KPM-NI 58778) 
and Anguilla marmorata. Depth 0.5 m. Photo (KPM-NR 
201183R) by K. Yano, 4 June 2020, 

図 5．コクハンカワウツボ（右，KPM-NI 58778）とオオ

ウナギ．水深 0.5 m．2020 年 6 月 4 日，矢野維幾撮

影 (KPM-NR 201183R) ．

は 8 本、左側は 6 本）は、外側のものより大き

いが、前上顎骨板中央部のものよりは小さい。外

側のものの大きさは不揃い（右側は 15 本、左側

は 20 本）。下顎歯はほぼ 2 列であるが、前方は

3 列。内側のものは外側のものより大きいが、前

上顎骨板中央部のものよりは小さい。外側のもの

の大きさは不揃い。左側は全体で 42 本、前方内

側の 7 本が目立つ。右側は全体で 41 本、前方内

側のもの 3 本が目立つ。

体全体に不定形な黒斑がある。口裂後端から鰓

孔にかけての頭部の黒斑は前後につながり縦縞状

（前方で約７本）を呈する。生時、地色は基本的

に黄色，固定後は白色になる。眼の周辺に小さな

黒色斑紋がある。上顎縁辺部、下顎には目立った

斑紋は無く、口腔内は白色（Fig. 5）。

分 布

八重山諸島西表島（本報告）．海外では、台湾

から、フィリピン、インドネシア、パプアニュー

ギニア、オーストラリア北東部、ニューカレドニ

アを経てフィジーに至る熱帯亜熱帯の西太平洋域

（Allen et al., 2002, 2006; Bleeker, 1853, 1854; Böhlke 
et al., 1999; Böhlke & McCosker., 2001; Ebner et al., 
2011; Fricke et al., 2011, 2014, 2019; Fowler & Bean, 
1923; Herre, 1923, 1924; Ho et al., 2015; Miesen et al., 
2016; Kottelat et al., 1993; Kottelat 2013b; Paxton et 

al., 1989; Tsukamoto et al., 2014 など）及びインド

洋のスリランカ（Pethiyagoda, 1991）。

生息状況

西表島のユチン 川の河口から約 600 m 上流、 感

潮域最上端から約 50 m、 水深 0.5 m の純淡水域で

確認され採集された。 中流域の大きな淵の淀みにあ

る岩の隙間に、 ウナギ科 Anguillidae のオオウナギ

Anguilla marmorata Quoy & Gaimard, 1824 と共に見

られた （Fig. 5）。 なお、 Ebner et al . (2011) はオー

ストラリア北東部のクイーンズランドの湿潤熱帯地域

（Australian Wet Tropics） から得られた本種の採集

調査記録から、 本種の幼魚や成魚は淡水域ないし

塩分の濃度が 0.5 % 以下の汽水域に棲息するとして

いる。 また、 Tsukamoto et al. (2014) は南太平洋フィ

ジー諸島の一河川 （Navua River, Viti Levu Island, 
Fiji） の河口から 13.5 km の地点で採集された 4 個

体の本種標本における耳石のストロンチウム／カルシ
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ウム比から、 本種は淡水域ないし汽水域に生息する

降河回遊型の海産のウナギ類である可能性があると

している。 本邦には、 河川汽水域を主な生息場所と

するウツボ科魚類としては本種の他に、 ナミダカワウ

ツボ Echidna rhodochilus Bleeker, 1863 やコゲウツボ

Uropterygius concolor Ruüppell, 1838 が分布する （波

戸岡ほか , 1992; 波戸岡 , 2013）。

考　察

今回の標本は、 体に不揃いの黒色斑紋があり、 頭

部の斑紋は縦縞を形成すること、 背鰭起部は鰓孔

より僅か前方 （頭部後方） にあること、 肛門は体の

中央より後方にあること、 歯は鋭いものの小さく、 歯

列数が多いこと、 垂直鰭が低く目立たないことなどか

ら Gymnothorax polyuranodon (Bleeker, 1853) に 同 定

された （Bleeker, 1853; Böhlke & Smith, 2002）。 なお、

Fricke et al. (2020) は Kottelat (2011) を参照し、 本種

の原記載論文を Bleeker (1854) としているが、 本報

では、 原記載論文および公表年については Kottelat
（2013b, p. 42） に従った。 これによれば公表年

は 1853 年となる。 目立たない垂直鰭については、

Böhlke & McCosker (2001) で、 垂直鰭のないことが

特徴のキカイウツボ属 Uropterygius の種として誤同定

されることがあると記述されているように、 本種の大き

な特徴となっている。 Uropterygius fijiensis を Smith 
(1994) 及び Böhlke & Smith （2002） に従ってシノニ

ムリストにあげたが、 Uropterygius fijiensis の原記載で

は （垂直） 鰭はないと記述されている。

全長については、 Ebner et al. (2011) の報告によれ

ば最大で 1500 mm とのことである。 この報告では 36
件の観察例 （実測によるものは 15 件で 76–830 mm）

があげられているが、 601–700 mm が最も多かった。

今回の個体 （922 mm） は本種としてはやや大型のも

のと思われる。

標準和名については、 標本 KPM-NI 58778 に基

づき、 体の黒色斑紋、 採集場所にちなみ、 コクハン

カワウツボを提唱する。

ウナギ目魚類の初期生活史については不明な点

が多いが、 本邦における出現はその多くが南方外

洋域からの仔稚魚の分散によるものと考えられている

（沖山 , 2014）。今回の西表島における本種の出現は、

共著者らによる 1970 年代からの継続的な調査にも

かかわらずこれまで記録されていないことや、 確認

個体が成魚と考えられる 1 個体のみであることから偶

発的なものと考えられる。 しかしながら、 本種と同様

な棲息域や分散様式をもつテッポウウオ科 Toxotidae
のテッポウウオ Toxotes jaculatrix (Pallas, 1767) は、

1980 年にはじめて西表島で確認された後、 1997 年

以後は毎年確認されるようになり、 最終的には同島

に定着した （鈴木ほか , 2002）。 同様な事例はヨウ

ジウオ科 Syngnathidae のタニヨウジ Microphis retzii 
(Bleeker, 1856) でも知られている （加藤ほか , 2020）。
また、 本種は国際自然保護連合のレッドリストでは

Least Concern に選定されているが （Mailautoka et al., 
2019）、 本邦において西表島を主生息地とするテッポ

ウウオやタニヨウジ、 ウツボ科の別属で河川汽水域に

棲息するナミダカワウツボやコゲウツボはいずれも絶

滅危惧 IA 類に選定されている（環境省 , 2020）。従っ

て、 保全生物学的観点から本種の動態を注視してい

く必要があるだろう。

なお、 本種は観賞魚として流通しており、 今回の

西表島における出現が飼育個体の導入によるもので

ある可能性を完全には否定できないが、 過去に同島

から新産種として記録されてきた多くの魚類と同様、

導入を強く示唆する証拠がない限りは在来個体と見

なしておくことが妥当である。
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　八重山諸島西表島のユチン川の淡水域 から Gymnothorax polyuranodon (Bleeker, 1853) と同定さ

れる本邦初記録のウツボ科魚類の一種が採集され、コクハンカワウツボという新標準和名を付し、

標本の詳細な記載を行った。今回の出現は偶発的なものと思われるが、今後、保全生物学的観点

から本種の動態を注視していく必要がある。
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